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１．概要（Summary） 

 グラフェンは、次世代の高速デバイスへの応用可能性が

あるが、最もその特徴を引き出すには、散乱の少ない弾

道的（バリスティック）な動作が望ましが、グラフェンにおい

て、バリスティック伝導の特性が一部を除きまだよくわかっ

ていない。私たちは、単層グラフェンに、Fig. 1に示される

ような微細な穴を三角格子状に開けたサンプル（アンチド

ット）を作製し、穴による衝突を繰り返しカオス的な運動を

する電子を磁場で規則的な運動にすることで、キャリアの

流れを制御した。 

２．実験（Experimental） 

利用した主な装置：原子間力顕微鏡（SPI3800） 

 電子線リソグラフィーと酸素プラズマエッチングによって

アンチドットの穴の周期 aが 200 nm~400 nm、直径 dが

70 nm~200 nm 程度のものを作製したが、実際にできて

いるかどうかを確認する必要があるが、サイズ的に光学顕

微鏡で観察することができない。電子線顕微鏡でも観察

できるが、電子線暴露によってグラフェン素子の品質を低

下させてしまうため原子間力顕微鏡による表面観測をお

こなった。また、表面汚染状況の確認も同時に行った。 

バリスティック伝導は、液体 He温度下において四端

子法交流測定によって磁場下の抵抗測定を行った。 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

磁場をかけると、キャリアは円運動（サイクロトロン運動）す

るため、アンチドットが存在すると、キャリアが穴に衝突す

るため、一般にキャリアはカオス的な運動をする。しかし、

サイクロトロン半径がある整合条件を満たすときに、規則

的な運動が現れ、抵抗増大がおこる。（整合性磁気抵抗

振動） この整合条件の最も基本的なものは、アンチドット

周期aと磁場中キャリアのサイクロトロン半径Rcが等しいと

き で あ る 。 a=2Rc で あ る 。 私 た ち は 、 周 期 が a = 

200 ,300 ,400 nm の試料において整合性磁気抵抗振動

の観測に成功した。さらに、d/a から与えられるアスペクト

比が小さなアンチドット三角格子構造の方が強い整合性

磁気抵抗振動を観測可能であることがわかった。 

  

 

 

 

 

 

 

 

Fig.1 Schematic of triangular antidot lattice. 
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